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要 旨 
近年，測位衛星（以下，GNSS という．）の充実と

GNSS を活用した測量機器の普及により，世界各国

で GNSS 連続観測システムの導入が進んでいるとこ

ろであるが，開発途上国にあっては，運用上の問題

等により，有効に活用されていない状況である． 
 このような状況から，国土地理院では，20 年近い

運用経験を踏まえ，GNSS 連続観測システムに関す

る人材育成を目的とした技術研修を，JICA 集団研修

のスキームを活用して，平成 27 年度から立ち上げる

ため，JICA に提案することとした． 
 そこで，その研修における技術レベルの設定やシ

ラバスの検討に必要な基礎情報を得ることを目的と

して，ODA 対象国を対象として GNSS 連続観測シス

テムに関するアンケートを実施した． 
 本稿では，これらアンケートの結果，分析，新規

研修の内容の案について報告する． 
 
1. はじめに 

わが国では，約 1,300 点の電子基準点で構成され

る GNSS 連続観測システムが運用されており，電子

基準点の配点密度は世界で最も高密度であり，24 時

間 365 日リアルタイムで観測データが配信され，そ

れらは基準点測量や地籍測量のほか，様々な分野に

利用が広がっている． 
 一方，ODA 対象国でも GNSS 連続観測システムに

対しては多くの国で関心が高い．また，一部の開発

途上国では実際の導入が進んでいるところもあるが，

システムの運用等で問題があり，観測データの提供

が滞っていたり，利用技術が成熟していない等のた

めに，利用が進んでいない状況にある． 
 そこで，我が国の GNSS 連続観測システムの 20
年近い運用経験と 50 年以上継続してきた JICA 集団

研修のノウハウを活かし，GNSS 連続観測システム

に関する技術研修を新たに提案し，ODA 対象国の

GNSS 連続観測システムに関わる技術職員の人材育

成に貢献することとした． 
 本稿では，その技術研修を企画するに当たり，開

発途上国の GNSS 連続観測システムに関する現状や

計画を把握するために実施したアンケート結果を報

告するとともに，我が国の GNSS 連続観測システム

の知見を海外に普及させるための方策について検討

した結果を報告する． 
 なお，本稿において GNSS 連続観測システムとは，

GNSS アンテナ，及び受信機等が常時設置されてい

る観測局と，観測局で観測されたデータを集約し，

必要に応じて解析し，提供する一連のシステムを指

すものとし，観測局と観測データを集約する場所が

必ずしもオンラインで接続されていない場合も含む

ものとする．  
 
2. アンケート調査の実施目的・実施方法 

2.1 アンケート調査の目的 

 今回，JICA 集団研修のスキームを活用して立ち上

げようとしている技術研修について，その技術レベ

ルの設定やシラバスの検討に必要な基礎情報を得る

ことを目的として，「QUESTIONNAIRE for training 
course of Establishment and Management of GNSS 
CORS System」（GNSS 連続観測システムの構築，及

び運用・管理の研修のためのアンケート調査）を実

施することとした．なお，アンケートの設問と回答

結果については本稿の最後に掲載している． 
 
2.2 アンケート調査の実施方法 
2.2.1 アンケート対象国の選定 

 ODA 対象国の内，以下の（1）（2）（3）の国の中

で，当院と先方間に，ある程度の密接なコネクショ

ンがあり，かつ電子メールで依頼が可能な国をアン

ケート対象国とし，その国の地理空間情報当局をア

ンケート依頼先として選定した． 
（1）アジア太平洋地域 
 国連地球規模の地理空間情報管理に関するアジア

太平洋地域会議（UN-GGIM-AP）のメンバー国のう

ち，ODA 対象国 
（2）アフリカ地域・東欧地域 
 地図・測量分野の JICA プロジェクトがこれまで
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に実施された，又は実施中の国 
（3）その他 

GNSS 連続観測システム関係でこれまで技術協力

等の関係があった国，及び JICA-JST 地球規模課題対

応国際科学技術協力プログラムのスキームで技術協

力があった国 
 以上の観点で検討した結果，表-1 のとおり 35 ヵ

国をアンケート対象国として選定した． 

 

表-1 アンケートの対象国・組織 

2.2.2 アンケートの実施方法 

 当院の持つコネクションを活かし，選定した国の

地理空間情報当局の技術者に，電子メール等を活用

して，直接アンケートを送付し，協力を依頼した． 

 なお，アンケート結果の回収率を上げるため，先

方の技術者が知る当院職員から連絡を取るように工

夫をした． 

 
3. アンケート結果と分析 
3.1 回答の回収状況 

2.2.1 により選定した 35 ヶ国 36 機関に対してアン

ケート用紙の送付を行い，23 ヶ国 23 機関から回答

を得た（回答率 64％）．回答の回収状況を表-2 に示

す． 
表-2 アンケートの回答の回収状況 

 
 
3.2 GNSS 連続観測システムの導入状況と今後の計

画 
表-3 に，各国の GNSS 連続観測システムの現状と

今後の計画についての回答結果を示す． 

地
域

国　　名 組　織　名

アゼルバイジャン
State Land and Cartography Committee State
Aerogeodesy Corporation

アフガニスタン
Afghan Geodesy and Cartography Head
Office

アルメニア State Committee of the Real Estate Cadastre

イラン National Cartographic Center of Iran

カザフスタン
Ministry of Regional Development
Committee for Land Resources Management

カンボジア
Ministry of Land Management Urban Planning
and Construction

キルギスタン
State Agency of Cartography and Geodesy of
Kyrgyz Republic

スリランカ Survey Department of Sri Lanka

タイ Royal Thai Survey Department

タジキスタン
State Committee on Land Management and
Surveying of  the Republic of Tajikistan

ネパール Survey Department, Geodetic Survey Branch

パキスタン Survey of Pakistan

バングラデシュ Survey of Bangladesh

フィジー Ministry of Lands and Mineral Resources

ブータン National Land Commission

ベトナム
Department of Survey and Mapping of
Vietnam (DOSMVN)

ミャンマー
Forest Department, Ministry of Environmental
Conservation and Forestry

モルディブ Department of National Planning

モンゴル
Administration of Land Affairs, Geodesy and
Cartography

ウクライナ
The State Enterprize "State Land Cadastre
Centre"

コソボ Kosovo Cadastral Agency

セルビア
Republic Geodetic Authority, Republic of
Serbia

マケドニア
Agency ｆor Real Estate Cadastre, Republic of
Macedonia

モルドバ Agency for Land Relations and Cadastre

モンテネグロ Real Estate Administration

エチオピア Ethiopian Mapping Agency

ケニア Survey of Kenya

セネガル National Land Plannning Agency

トーゴ
Direction General of Cartography, Ministry of
Planning Town and Housing

モーリタニア
Direction of Cartography and Infomation
Geography

ブルキナファソ
Geographic Institute of Burkina/Ministry of
Infrastructure

ブルンジ Geographic Institute of Burundi(IGEBU)

インドネシア
Geospatial Information Agency (Badan
Informasi Geospatial in Indonesian / BIG)

マレーシア Department of Survey and Mapping Malaysia

National Mapping and Resources Information
Authority(NAMRIA)
Director, Mapping and Geodesy Department

Philippine Institute of Volcanology and
Seismology(PHIVOLCS)

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

東
欧

ア
フ
リ
カ

J

I
C

A

‐
J

S
T

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
国

フィリピン

地域
等

国名
回答の
有無

地域
等

国名
回答の
有無

アゼルバイジャン ○ ウクライナ ○

アフガニスタン ○ コソボ ○

アルメニア × セルビア ○

イラン ○ マケドニア ○

カザフスタン × モルドバ ○

カンボジア × モンテネグロ ○

キルギスタン × エチオピア ○

スリランカ ○ ケニア ○

タイ × セネガル ×

タジキスタン × トーゴ ○

ネパール ○ モーリタニア ○

パキスタン × ブルキナファソ ○

バングラデシュ ○ ブルンジ ○

フィジー ○ インドネシア ×

ブータン ○ マレーシア ○

ベトナム ○

ミャンマー ×

モルディブ ×

モンゴル ○

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

東
欧

ア
フ
リ
カ

フィリピン
（国家地理資源
情報庁）

×

フィリピン
（フィリピン火山
地震研究所）

×

J
I
C
A

‐
J
S
T

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
関
係
国
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回答のあった 23 ヶ国のうち，GNSS 連続観測シス

テムをすでに導入している国は 16 ヶ国であった．点

数は国によってばらつきがあり，ウクライナの 140
点からバングラデシュやブータンの 6 点，ネパール

の 1 点と設置状況には大きな差がある． 
GNSS 連続観測システムを導入していない国は 7

ヶ国であるが，いずれも将来導入する予定があると

回答しており，将来も導入する予定がないと回答し

た国はなかった． 
GNSS 連続観測システムに関する今後の計画につ

いての質問では，現在の導入の有無にかかわらず，

具体的な計画を持っている国は 16 ヶ国あった． 
以上より，本アンケートへの回答があった国には

GNSS 連続観測点への強い関心があることが伺える． 
 

表-3 GNSS 連続観測システムの現状と今後の計画 

 
 
3.3 GNSS 連続観測システムを運用中の国の運用状

況 

GNSS連続観測点を設置している16ヶ国に関して，

データの収集や提供などの運用状況，利用目的，導

入時の支援についての回答結果を示す． 

 

3.3.1 データ集約の状況 

表-4 に，観測点から観測データを集約する場所ま

でがオンライン化されているかを質問した回答結果

を示す．  

75％にあたる 12 ヶ国において，オンラインによる

データ収集が行われており，GNSS 連続観測システ

ムを導入している国については比較的情報通信イン

フラの整備が進んでいることが伺える． 
 

表-4 観測システムデータのオンライン集約の状況 

 

 
3.3.2 観測データの解析の状況 

表-5 に，GNSS 連続観測システムの観測データを

用いて解析（観測点の座標の算出等）を行っている

か否か，また解析を行っている場合は解析に用いて

いる主なソフトウェア名を質問した回答結果を示す． 
定常的にデータの解析を行っているのは 10 ヶ国，

観測点が設置されたときのみ解析したという国が 1

ヶ国であり，4 ヶ国は収集されたデータが解析され

ていないと回答している（無回答が 1 ヵ国）． 
この結果を 3.3.1 の回答結果とつきあわせてみる

と，データをオンラインで集約している 12 ヵ国中，

9 ヵ国でなんらかの解析が行われていることがわか

る．しかし，バングラデシュとブータンはデータ収

集がオンラインで集約されているにもかかわらずデ

ータの解析が行われていない．一方で，オンライン

で集約されていない 2 ヵ国のうち，アゼルバイジャ

ンは定常的に解析が行われていると回答している．

すなわち，データ解析を行う上でインフラの整備状

況は大きな要素かもしれないが，それだけではない

ことがわかる．  

国名
導入
済み

予定
あり

予定
なし

観測
点数

今後の計画

アゼルバイ
ジャン

○ 37 2年以内に6点導入

アフガニスタ
ン

○ 11
将来はシステムを広げて
いく

イラン ○ 無回答 1年に10点ずつ導入
ウクライナ ○ 140 非公開
エチオピア ○ 無回答

ケニア ○ 0 5年以内に100点導入

コソボ ○ 7
2年以内に付近にある7点
との接続を計画中

スリランカ ○ 0
3年以内に最も要望の高い
地域に導入するよう計画
中

セルビア ○ 34 最低20点を追加
トーゴ ○ 0 5年以内に6点導入
ネパール ○ 1 5年以内にさらに10点導入
バングラデ
シュ

○ 6 5年以内に50-60点導入

フィジー ○ 0 3点の設置を開始
ブータン ○ 6
ブルキナファ
ソ

○ 9

ブルンジ ○ 0
ベトナム ○ 0 5年以内に72点導入
マケドニア ○ 14 5年以内に1、2点を追加

マレーシア ○ 78
2年以内に参照点の網の
整合性を高める予定

モーリタニア ○ 0

2014-2015にかけて4点を
導入する計画。将来は全
土にわたりネットワークを
密にすることを考えている

モルドバ ○ 10 今後5年間は計画はない。
モンゴル ○ 17 5年以内に52点導入
モンテネグロ ○ 9

国数 16 7 0

 YES  NO その他

アゼルバイジャン 37 ○
アフガニスタン 11 ○
イラン 無回答 ○
ウクライナ 140 ○　１）
エチオピア 無回答 ○
コソボ 7 ○
セルビア 34 ○
ネパール 1 ○
バングラデシュ 6 ○
ブータン 6 ○
ブルキナファソ 9
マケドニア 14 ○
マレーシア 78 ○
モルドバ 10 ○
モンゴル 17 ○
モンテネグロ 9 ○

12 2 1

１）　観測点とデータ解析センターは一部が接続．７つのデータ
解析センターはお互い独立

国名 観測点数

観測点から解析する場所にオ
ンラインで観測データを集約で
きるか

国数

無回答



解析を行っている 11 ヵ国について，解析には

Leica や Trimbleといった商用のソフトウェアを使用

している国が多いが，我が国のように学術用のソフ

トウェアを使用している国はほとんどないことがわ

かる．その理由としては，学術用ソフトウェアより

も商用のソフトウェアの方が，利用者に高度な知識

を要しないこと，ユーザーインターフェースがわか

りやすいこと，及びユーザサポートが受けられるこ

とが考えられる． 
 

表-5 観測データの解析の状況 

 

 
3.3.3 観測データの提供対象と提供方法 

表-6 に，観測データの提供対象と提供方法につい

ての回答結果を示す． 
まず，観測データを他の組織等に提供しているか

質問したところ，一般に公開している国が 6 ヶ国，

限られた組織にだけ公開している国が 8 ヶ国，非公

開が 2 ヶ国だった．非公開（組織内に限り利用），つ

まりまったく観測データを公開していない国は少な

いものの，限られた組織以外に観測データを公開し

ている国は半数以下にとどまり，多くの国ではデー

タの提供先を限定していることがわかる． 
次に，データ提供の手段を「Web で提供」「郵送

や手渡しで提供」「その他」の 3 つの選択肢から選ば

せたところ（複数回答可），Web で提供している国

は 9 ヶ国であった． 
一方，郵送や手渡しのみで提供している国は 4 ヶ

国であった．これらの 4 ヵ国のうちの 3 ヵ国は観測

データをリアルタイムに集約していること，そのう

ち 1 ヶ国は，一般に観測データを公開していること

から，技術的には Web によるデータ提供の環境は整

っていると思われ，郵送・手渡しの理由はインフラ

の未整備といった問題ではなく，データ提供ポリシ

ー上の理由によるものだと考えられる． 
 

表-6 観測データの提供対象と提供方法 

 
 

3.3.4 ユーザのGNSS 連続観測システムの利用分野 
表-7 に，GNSS 連続観測システムをユーザがどの

ような用途で利用しているかを質問した回答結果を

示す．回答は，「測量」「建築土木」「農業」「地籍」

「ナビゲーション」「GIS」「教育」「火山監視活動」

「地震・地殻変動監視」「地すべり監視」「その他」

の 11 項目の中から複数回答可の選択式とした． 

定常的
に解析

観測点
設置時
のみ解
析

解析
されて
いない

アゼルバイジャン 37 ○
Leica GNSS
Spider

アフガニスタン 11 ○
Leica Geo
Office，Leica
Spider

イラン 無回答 ○ Gamit/Globk

ウクライナ 140 ○

Leica GNSS
Spider，Trimble
GPS Net，RTK
Net，Nova RS

エチオピア 無回答

コソボ 7 ○

セルビア 34 ○

Trimble GPSNet，
Trimble Pivot
Platform，
Bernese，start
learning Gipsy

ネパール 1 ○

バングラデシュ 6 ○ Trimble VRSNet

ブータン 6 ○

ブルキナファソ 9  ○

マケドニア 14 ○

Leica Spider QC，
Bernese software
をベースにした
Leica Cross
Check Service
１）

マレーシア 78 ○ Trimble GPSNet

モルドバ 10 ○
Leica GNSS
Spider

モンゴル 17 ○
Trimble dynamic
control

モンテネグロ 9 ○ Leica Spider QC

10 1 4

観測データの解
析に利用している
主なソフトウエア

観測点から集められ
た観測データは、定常
的に解析されているか

２）　測量士が使用しており座標値は再計算する予定
１）　BERNESEを持っているが、スタッフが使いこなせていない

国名
観測
点数

国数

一般
に公開

 限られ
た組織
に限り
公開

非公開
（組織
内に限
り利用）

webで
提供

郵送や
手渡し
で提供

その他

アゼルバ
イジャン

37 ○ ○ ○ ○

アフガニ
スタン

11 ○ ○

イラン 無回答 ○ ○ ○

ウクライナ 140 ○ ○

エチオピ
ア

無回答 ○ ○

コソボ 7 ○ ○ ○ ○
セルビア 34 ○ ○ ○
ネパール 1 ○
バングラ
デシュ

6 ○ ○ ○

ブータン 6 ○ ○
ブルキナ
ファソ

9 無回答 ○ ○ ○ ○

マケドニ
ア

14 ○ ○ １） ○ ○

マレーシ
ア

78 ○ ○ ○

モルドバ 10 ○ ○ ○ ○
モンゴル 17 ○ ○ ○
モンテネ
グロ

9 ○ ○ ○

6 8 2 9 9 1

観測データを他の組
織等に提供している
か

観測データの提供をし
ている場合、その手段
（複数回答可）

１）　登録したユーザのみ、ユーザへのサービスは有料、
　　誰でもユーザとして登録できる

国名
観測
点数

データ
をリア
ルタイ
ムに集
約でき
るか

国数
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35ODA 対象国を対象にした GNSS連続観測システムに関するアンケートの結果等について 

一番多かったのが，「測量」と「地籍」で，無回答

だったエチオピアと「その他（研究段階）」としたネ

パールを除く 14 ヶ国が回答している．続いて，「農

業」と「GIS」が 9 ヶ国ずつ，「建築土木」が 8 ヶ国，

「教育」が 7 ヶ国となっている． 
一方で防災関係は，「地震・地殻変動監視」が 6

ヶ国，「地すべり監視」と「火山活動監視」が 3 ヶ国

ずつである．今回対象とした国々においては，防災

のために GNSS 連続観測システムを用いている国は

比較的少数であるといえる．  

 
表-7 GNSS 連続観測システムの利用目的 

 

 
3.4 GNSS 連続観測システムを未導入の国における

GNSS 測量の実情 

表-8 に，GNSS 連続観測システムを未導入の国に

ついて，GNSS 測量が行われているかを質問した回

答結果を示す．7 ヶ国すべてで実施されているとの

回答があったことから，現在 GNSS 連続観測システ

ム未導入の国においても，GNSS 測量自体が行われ

ていることがわかる． 

 
表-8 GNSS 連続観測システム未導入国の GNSS 測量 

実施状況 

 

 

 

3.5 世界測地系の導入状況とGNSS連続観測システ

ムの導入状況との関係 
表-9 に，世界測地系の導入状況と GNSS 連続観測

システム導入状況の関係についての回答結果を示す． 

世界測地系を導入している国は，GNSS 連続観測

システム導入済みの 16 ヶ国のうち 8 ヶ国，一方，

GNSS 連続観測システム未導入の 7 ヶ国中では 3 ヶ

国で，いずれの場合も半数以下であった．サンプル

数が少ないため注意が必要であるが，世界測地系の

導入と GNSS 連続観測システムの導入との間には，

あまり相関がなさそうに思われる． 
 
表-9 世界測地系の導入状況と GNSS 連続観測システム

の導入状況との関係

 

 

4. GNSS 連続観測システムの導入・運用上での課題

と支援のあり方 

本アンケート調査の結果，GNSS 連続観測システ

ムの導入の有無にかかわらず，各国は高い関心を持

っていることが判明した．そこで，これらの国が今

後，GNSS 連続システムを導入あるいは運用してい

く上での課題を検討し，それに対する支援のあり方

を考察する．  

 
4.1 導入済みの国の課題と支援のあり方 
1) GNSS 連続観測システムの拡充に関する支援 

GNSS 連続観測システムを導入済みの国において

も多くの国が今後の GNSS 連続観測システムの拡充

を計画しているように，その構築が完了したわけで

はない．したがって，GNSS 連続観測システムの拡

充に関する支援が引き続き必要と思われる．具体的

には，GNSS 連続観測システムの拡充に必要な資金

援助のほか，各国の主要な利用分野に適した観測点

目的
回答数
（複数回答可）

地籍 14
測量 14
農業 9
GIS 9
建築土木 8
教育 7
地震・地殻変動監視 6
ナビゲーション 4
地すべり監視 3
火山活動監視 3
その他 4

※回答国数　16

YES  NO

ケニア ○
スリランカ ○
トーゴ ○
フィジー ○
ブルンジ ○
ベトナム ○
モーリタニア ○

国数 7 0

GNSSを連続観測ではなくstatic測量等、
三脚等を使用して一時的に観測する測量
に利用してるか。

GNSS連続観測システム
未導入国

導入済 未導入 不明 国数

8 7 1
（アゼルバ
イジャン，
アフガニス
タン，イラ
ン，モンゴ
ル，バング
ラデシュ，
コソボ，セ
ルビア，ブ
ルキナファ
ソ）

（ネパー
ル，ブータ
ン，ウクラ
イナ，マケ
ドニア，モ
ルドバ，モ
ンテネグ
ロ，マレー
シア）

（エチオピ
ア）

3 3 1

（スリラン
カ，フィ
ジー，ベト
ナム）

（ケニア，
トーゴ，
モーリタニ
ア）

（ブルン
ジ）

国数 12 10 1 23

世界測地系

G
N
S
S
連
続
観
測
シ
ス
テ
ム

構
築
済

16

未
構
築

7



配置などのノウハウを提供するような支援があると

考えられる． 
2) 観測データの解析に関する支援 

定常的に解析が行われていない国に対しては，先

立って，国家基準点網としての活用を念頭に，観測

点の定期的な座標計算のメリットを紹介すべきだと

思われる． 
すでに解析が行われている国については，使用さ

れているソフトウェアのほとんどが商用のものであ

ることが明らかになった．一般的に，商用ソフトウ

ェアは使いやすい一方で，処理方法がブラックボッ

クスであることが多いため，運用者が必ずしも解析

処理の理論や方法を理解しているとは限らないこと

から，求める成果物に対して解析戦略が最適ではな

い可能性がある．そこで，定常的な解析の有無にか

かわらず，解析に関する理解の向上を図ること，そ

の上で，各国の目的に合わせて，主体的に解析戦略

を構築していくことが必要である． 
3) 観測データの利活用環境の構築に関する支援 

観測データの活用について，アンケート調査では

測量や地籍といった分野で利用されているという回

答が多く寄せられた．しかし，これまでの調査によ

り，いわゆる作業規程のような精度を管理するため

の統一された仕組みを持っている国は少ないという

ことがわかっている．GNSS 連続観測システムを用

いた GNSS 測量のメリットを十分に発揮するために

は，本邦の作業規程を例にして，精度管理に関する

理解を高めることが重要である． 
また，観測データの公開については多くの国が何

らかの制約を課していることも明らかになった．各

国の事情はあると思われるが，データを公開するこ

とで，より多くのユーザが観測データを利用できる

ようになり，測量作業全体の効率化が図れるように

なると思われる．また，当初想定していなかった利

活用方法が開発され，新たな産業を形成するような

ことも予想される．これらのメリットを紹介し，デ

ータの公開に向けて働きかけていくことも重要だと

思われる． 
4) 世界測地系の導入に関する支援 
世界測地系は GNSS 連続観測システムにとって必

須なものではない．しかし，世界測地系を導入する

ことで世界測地系からローカルな座標系への変換が

不要になること，隣接国との座標系の接合がよくな

ることなど，多くのメリットがある．したがって，

世界測地系導入手法やその効果等の紹介を通じて，

導入を促していくべきである． 
 
4.2 未導入の国の課題と支援のあり方 

アンケート結果から，現在 GNSS 連続観測システ

ムが未導入の国についても GNSS 測量は実施されて

いることが示された．すなわち，これらの国におい

ても，GNSS 連続観測システムが構築され，その観

測データが一般に配信されれば，GNSS 連続観測シ

ステムを利用した測量が普及しうる． 
GNSS 連続観測システムを導入・運用する際に直

面する多くの課題は導入済みの国と共通しており，

支援方策も導入済みの国に準ずると思われる．加え

て，ゼロから GNSS 連続観測システムを構築するに

当たっては，当該国の利用目的に合わせた GNSS 連

続観測システムの設計を行うべきである．そのため

には，本邦における GNSS 連続観測システムの活用

事例の紹介を通じてその利活用の実態の理解を向上

させるとともに，自国でどのような利用をするのか

を十分に検討した上で，適切な GNSS 連続観測網を

構築させるような支援方策が必要である．  
 
5. アンケート結果を踏まえた技術研修の実施内容 

アンケート結果と考察を踏まえ，新たな技術研修

の実施内容を以下のとおり検討した． 

 

5.1 研修の基礎情報 

研修の名称は「国家基準点管理の効率化と利活用」

とし，期間は１ヶ月間とした．他の研修の実施時期

を考慮し，研修の季節は 5月下旬から 7月下旬の間

を想定している． 

 

5.2 研修対象国・機関・対象者 

 研修対象国はアンケート結果から，1) 現在，GNSS
連続観測システムが未導入であっても GNSS 測量が

実施され，GNSS 連続観測システムを利用した測量

が普及する可能性があり，かつ GNSS 連続観測シス

テムを導入予定である国，及び 2) 今後の GNSS 連

続観測システムの拡充や観測データの収集提供等の

改善を計画している国とする． 

また，GNSS 連続観測システムを運用するにあた

って，通信や電力のインフラが整備されていること

が理想的であることから，アジア，及び東欧を主な

研修対象地域と想定する．ただし，3.3.2 の結果にあ

るようにインフラの整備状況が必ずしも GNSS 連続

観測システムの導入に直結するともいえないため，

募集は幅広に行う． 
研修対象機関は，インドネシアのように地理空間

情報当局だけでなく，火山地震研究所も GNSS 連続

観測システムを運用している国もあるため，地理空

間情報当局，及び火山・地震観測研究機関とする．

対象者は，基礎的な測地分野についての知識を持つ

ことが必要であるとして，7 年以上の経験を有する

技術系管理職とする． 
 
 

36 国土地理院時報 2014 No.126 



5.3 研修の内容 

5.3.1 研修の到達目標 

地理空間情報を整備・活用するうえで位置の基準

である国家基準点の管理の重要性を理解し，GNSS
連続観測システムの構築と世界測地系への対応を含

んだ，自国に適した国家基準点の管理のあり方とそ

の利活用方策を提案し，その実現にむけた計画を策

定できる人材の育成を図ることを目標とした． 

 

5.3.2 研修の内容 
GNSS 連続観測システムの観測データの利用は主

に「測量」や「地籍」であることから，基礎的な基

準点測量や測位衛星を利用した測量の概論について

学び，本邦の作業規程を使用した測量実習をとおし

て，精度管理について理解を深める． 
GNSS 連続観測システムに関しては，国土地理院

の解析戦略，GNSS 連続観測システムの運用・管理，

観測データの提供方法，活用事例について紹介し，

自国における方策を行う際の参考になるよう講義，

見学を行う． 
また，世界測地系を導入することの効果，及び導

入手法についての講義を行い，適応性の高い座標系

を使用するメリットを紹介する． 
併せて，GNSS 衛星の概要の講義のなかで，準天

頂衛星について紹介し，将来的にアジア各国で利用

されるよう啓発する． 
 

6. 今後の取組 
今後は，本アンケートの結果を踏まえ，平成 27

年度から実施することが採択された JICA 集団研修

「国家基準点管理の効率化と利活用」に取り組み，

我が国がこれまで蓄積してきた知見を伝え，開発途

上国での GNSS 連続観測システムの普及を推進する． 
 

（公開日：平成 26 年 11 月 11 日） 
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QUESTIONNAIRE for training course of  
Establishment and Management of  

GNSS CORS (Continuously Operating Reference Station) 
System  

 
 

Person in charge of Geodetic Technology 
 
 
 

We would appreciate your taking time to answer this questionnaire. The results will 
be utilized for understanding the requirements for training course and also used for 
planning attractive training course. 

Thank you in advance for your time and cooperation. It will take about 15 minutes to 
answer the questionnaire. If you answer the questionnaire, you will get the results of 
the questionnaire. GSI shall take responsibility to protect personal information in 
accordance with laws and regulations.  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Geospatial Information Authority of Japan 

1/6 
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2 / 6 
QUESTIONNAIRE for training course of                                   

Establishment and Management of GNSS CORS System 

 

Please fill in the details for the person completing the questionnaire. 

1. How is the current situation of your organization on CORS? 
※ In this questionnaire, CORS refers to an observation station where GNSS antenna and 
receivers are constantly installed. It includes where the station and the data & analysis center 
are not connected on line.  

  a. Already introduced CORS 
  b. Plan to introduce CORS in the future 
  c. No plan to introduce CORS 

1.1. If 1.”a”, please answer the following: 
 How many CORS do you have? 

If you have a distribution map, please attach the file. 

 
 Are the CORS observation station and the data & analysis center connected 

on line, and the observation data can be gathered from the CORS 
observation station to the data & analysis center? 
 

  YES    NO 
 
 
 
 
 

Country   

Name of Organization  

 

Name of Answerer   

 

Position Title  

Name of Institution and Name of Person Consulted: 
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3 / 6 
QUESTIONNAIRE for training course of                                   

Establishment and Management of GNSS CORS System 

 

 Are the observation data gathered from the CORS observation station 
analyzed constantly? 
 

  Analyzed constantly 
  Analyzed only when the CORS observation station installed 
  Others 

 

 If you analyze the observation data integrated from the CORS observation 
station, please fill in the name of the main software that you use. 
 
 
 

 What kind of data does your organization provide? (Multiple answered 
allowed.) 
 

  30 second’s sampling data is provided. 
  1 second’s sampling data is provided. 
  1 second’s sampling “streaming” data is provided. 
  30 second’s sampling data which is collected from CORS stations is  

analyzed and the CORS’ coordinates are provided. 
  1 second’s sampling data which is collected from CORS stations is  
analyzed routinely and the CORS’ coordinates are provided. 
  1 second’s sampling “streaming” data which is collected from CORS  

stations is analyzed in real-time and the CORS’ coordinates are  
provided. 

  Others 
 
 

 Are the observation data integrated from the CORS observation station 
opened (provided) to another organization? 
 

  Opened to public         Opened only to limited parties 
  Not opened (Opened only in your organization) 

 

 If opened, how? (Multiple answered allowed.) 
 

  Via website        By mail or hand 
  Others 
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4 / 6 
QUESTIONNAIRE for training course of                                   

Establishment and Management of GNSS CORS System 
 What kinds of purpose do users use the provided CORS data? (Multiple 

answered allowed.) 
 

  Survey       Building and Civil engineering    Agriculture 
 Cadastral survey   Navigation system      GIS     Education 
  Monitoring of Volcano activity 
  Monitoring of Earthquake and Crustal movement 
  Monitoring of land slide 
 Others 

 

 Please fill in the name of country/organization if you received support 
when you install/operate the CORS. 
 

 
 

1.2. If   1.“b. Plan to introduce CORS in the future” or “c. No plan to introduce 
CORS”, does your organization use GNSS for survey of temporally 
operation using tripod and others such as static survey, not for continuously 
operation? 
 

  YES    NO 

2. Please fill in if you have some future plan/view of CORS: 
If you have some future plan, please attach the file. 
(Example: We are planning to introduce 5 CORS within 5 years.) 

 
 

3. In Japan, besides GSI (Geospatial Information Authority of Japan), other 
organization has own CORS. For example, Japan Meteorological Agency has 
CORS for monitoring volcanoes. 

Please fill in the name of organization and the aim of installing CORS if the 
organization besides your organization in your country has CORS. (Multiple 
answered allowed.) 

 Name of the Organization 
 

 
 The Aim of Installing 

 

   *Press Shift-Enter to add a new line. 
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5 / 6 
QUESTIONNAIRE for training course of                                   

Establishment and Management of GNSS CORS System 

 

4. How is the current situation of your organization on development of Geoid 
model? 
 

  a. Already developed    b. Currently developing  
  c. No plan to develop 

4.1. If  4.“a”, please fill in the following: 
 What kinds of observation results are included in the Geoid model? 

   survey ( leveling GNSS Survey) 
   Gravity survey ( Land  Marine  Airborne) 
   Gravity Model ( EDM others                                               ) 

 Please provide the details of developed Geoid model (mesh spacing, 
resolution, reference ellipsoid, accuracy of geoidal height). If there is any 
explanatory material, please attach the file. 
 
 
 
 

   *Press Shift-Enter to add a new line. 

5. How is the current situation of your organization on development of ground 
(stone) control point network such as triangulation point and bench mark? 

 
  a. Already developed both networks of triangulation point and bench mark
  b. Developed only triangulation point network 
  c. Developed only bench mark network        d. Not developed 

5.1. If 5.a, b, or c, please provide the following: 
 What type of coordinate system? 
 

  the World Geodetic System    Local Geodetic System 
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6 / 6 
QUESTIONNAIRE for training course of                                   

Establishment and Management of GNSS CORS System 

 

6. How many technical workers in your organization, and if you have GNSS related 
section, how many workers in the section? 

7.  If GSI could have “establishment and management of CORS system training 
course”, do you want to participate the course? 
Please note that we are planning that the course is conducted at GSI, Japan, the 
language is English, object person is a technical manager, and the training 
period is about 1 month. Also, travel and stay expenses and the cost of training 
are paid by Japanese government. 
 

  Yes       Not sure      No 
 
 

8. If there are some lectures, practical works, and others that you require for 
“establishment and management of GNSS CORS system training course”, 
please fill in with reasons. 

   *Press Shift-Enter to add a new line. 
 
9. If you have any comments, please fill in this column. 

   *Press Shift-Enter to add a new line. 
 

Thank you for completing the questionnaire. 




